
「本
土
決
戦
」
の
教
材
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に
む
け
て
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一
　
は
じ
め
に

一
九
四
五
年
四
月
頃
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
日
本
本
土

へ
の
上
陸
攻
撃

に
備
え
て
、
日
本
の
各
地
で
本
土
決
戦
に
向
け
て
の
本
格
的
な
準
備
が
始
め
ら

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
戦
争
は
最
終
局
面

へ
と
突
き
進
ん
で
い
っ
た
が
、
そ
の

実
態
は
意
外
な
ほ
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
れ
を
反
映
し
て
か

教
科
書
に
も
あ
ま
り
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
敗
戦
時
に
多
く
の
関
係
文
書
が
処

・

分
さ
れ
た
こ
と
、
実
際
に
戦
闘
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
た
め
戦
記
等
で
も
多
く
は

語
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
も
以
前
は
、
本
土
決
戦
に
つ
い
て
の
知
識
は
全
く
無
く
、
軍
事
的
な
も

の
に
対
し
て
の
興
味
も
無
か

つ
た
。
し
か
し
、
地
元
の
戦
時
中
の
こ
と
を
調
べ

て
い
る
先
輩
教
員
か
ら
、
筆
者
の
住
ま
う
神
奈
川
県
西
部
の
足
柄
平
野
近
く
で

本
土
決
戦
に
つ
い
て
知

っ
て
い
る
者
は
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
、
た
ま
た
ま
、
父

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
本
土
決
戦
期
の
色
々
な
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
が
、
き

っ
か
け
と
な
り
、
地
元
で
本
土
決
戦
に
つ
い
て
の
証
言
や
資
料
を
集

め
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な

っ
た
と
ま
で
は
到
底
い
え
な
い

が
、
そ
の
断
片
を
繋
ぎ
あ
わ
せ
地
元
で
の
本
土
決
戦
準
備
の
実
態
が
自
分
な
り

に
イ
メ
ー
ジ
化
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
芋
づ
る
式
に
証
言
や
資
料
が

出
て
く
る
楽
し
さ
や
、
こ
れ
以
上
判
明
し
な
い
と
い
う
壁
に
も
ぶ
つ
か
る
経
験

も
勿
論
あ

っ
た
。

以
上
の
筆
者
の
体
験
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
分
で
資
料
を
集
め
、
資
料

批
判
を
し
、
そ
れ
を
自
分
な
り
に
構
成
す
る
歴
史
研
究
の
基
礎
的
な
作
業
で
あ

る
ｃ
こ
の
よ
う
な
力
を
社
会
科
教
育
や
歴
史
教
育
で
育
て
る
こ
と
が
、
新
指
導

要
領
で
い
わ
れ
る

「生
き
る
力
」
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
そ
の
教
材
の

一
つ
と
し
て
、
各
地
域
で
調
べ
る
こ
と
が
可
能
な
本

土
決
戦
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
が
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
筆
者
が
神
奈
川
県
西
部
の
足
柄
平
野
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
本
土
決
戦
に
つ
い
て
調
べ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
方
法
を
中
心
に
紹
介

し
、
こ
れ
か
ら
本
土
決
戦
を
教
材
化
す
る
た
め
の
準
備
と
し
た
い
。

二
　
身
近
な
証
言
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

（１
）
父
の
証
言

父
は
、
当
時
国
民
学
校
の
上
級
生
で
あ

っ
た
が
、
当
時
の
こ
と
を
よ
く
記
憶

し
て
い
た
。
そ
の
話
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
自
宅
近
く
の
お
堂
に
、
三
〇
人
位
の
兵
隊
が
駐
留
し
、
小
隊
長
の
少
尉
は

鳥
取
の
人
で
自
宅
の

一
室
で
寝
起
き
し
て
い
た
。
食
事
は
炊
事
兵
が
作

っ

て
お
り
、
赤

い
コ
ー
リ
ャ
ン
の
飯
も
多
か

っ
た
。
兵
士
は
ド
ラ
ム
缶
風
呂

に
少
尉
は
自
宅
の
風
呂
を
使

っ
た
。

②
途
中
、
部
隊
が
替
わ
り
、
最
後
に
は
重
機
関
銃
を
持

っ
て
き
て
、
お
堂
に

す
え
て
い
た
。
ま
た
、
小
学
校
近
く
の
民
家
の
竹
藪
に
は
、
戦
車
も
あ

っ

た
。

③
大
井
松
田
イ
ン
タ
ー
近
く
の
丘
陵
部
で
は
敗
戦
ち
か
く
ま
で
陣
地
づ
く
り

が
さ
れ
て
、
戦
後
、
そ
こ
か
ら
壕
の
補
強
に
使

っ
て
い
た
材
木
を
取

っ
て

き
て
利
用
し
た
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
の

「
い
こ
い
の
村
あ
し
が
ら
」
近
く

の
浅
間
山
に
は
、
大
き
な
陣
地
が
今
で
も
残

っ
て
お
り
、
危
険
な
の
で
町

が
そ
の
周
り
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲

っ
て
い
る
。

ま
と
ま

っ
た
資
料
の
無
い
な
か
で
、
証
言
は
貴
重
な
資
料
と
な
る
が
、
人
間
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の
記
憶
に
は
勿
論
不
確
か
な
部
分
も
あ
り
、
他
の
資
料
で
裏
付
け
を
取

っ
た
り
、

他
の
証
言
と
付
き
合
わ
せ
た
り
、
陣
地
の
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
現
地
に
行

っ

て
み
る
必
要
が
あ
る
。

（２
）
資
料
に
よ
る
裏
付
け

駐
留
し
た
部
隊
名
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
本
部
が
置
か
れ
た
自
宅
近
く

の
小
学
校
の
沿
革
史
の
記
事
に
よ
り
確
認
で
き
た
。

一山
田
国
民
学
校
沿
革
史
」
（『大
井
町
史
』
資
料
編
　
所
収
）
に
は
、

昭
和
二
ｏ
年
度

四
月
二
十
四
日
　
軍
隊

（突
第

一
〇

一
三
四
部
隊
寺
谷
英
太
郎
部
隊
）

二
第
三

教
室
第
四
教
室
ヲ
貸
与
、
全
校
二
部
授
業
ト
ナ
シ
疎
開
児
童

ヲ
コ
ト
ハ
ル

五
月
二
十
八
日
　
本
日
ヨ
リ
軍
隊

（顧
第

一
二
三
八
五
部
隊
、
隊
長
陸
軍
大
尉

増
田
忠
久
）

へ
宿
舎
ト
シ
テ
、
第
三
第
四
教
室
ヲ
貸
与
セ
リ

八
月
　
一
一　
日
　
顧
第

一
二
三
八
五
部
隊
全
部
引
上
ゲ
タ
リ
、

八
月
　
九
　
日
　
本
日
ヨ
リ
、
断
部
隊

二
例
ノ
ニ
教
室
ヲ
貸
与
セ
リ

と
あ
る
ｃ

資
料
中
の

「突
」
一顧
」
「断
」
と
は
、
日
本
軍
が
部
隊
を
文
字
の
符
号
に
よ

り
、
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
土
決
戦
の
た
め
に
神
奈
川
県
に
配
置
さ
れ
た
第

五
三
軍
が

「
断
」
、
そ
の
配
下
で
県
西
部
を
担
当
し
た
第
八
四
師
団
が

「突
」
、

ま
た
戦
車
連
隊
が

「顧
」
と
表
さ
れ
た
。

資
料
中
の
軍
人
名
、
部
隊
番
号
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
と
、
山
田
国
民
学
校

に
は
、
ま
ず
、
第
八
四
師
団
の
第
二
〇
〇
連
隊
の
第
二
大
隊
が
駐
留
し
、
次
に

戦
車
隊
、
敗
戦
ま
ぢ
か
に
は
ま
た
別
の
部
隊
が
駐
留
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
証

言
が
裏
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
記
憶
で
は

ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
駐
留
時
期
を
確

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
土
決
戦
末
期
は
物
資
も
装
備
も
不
足
し
、
戦
車
な
ど
配
置
で
き
な
か

っ
た

と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
場
所
に
よ

つ
て
は
こ
の
よ
う
な
部
隊
が
配
置
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
本
気
で
、
こ
の
地
で
戦
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら

の
資
料
か
ら
実
感
で
き
る
。

ま
た
、
第
二
〇
〇
連
隊
が
鳥
取
で
編
成
さ
れ
た
部
隊
で
あ
る
の
で
、
自
宅
の

小
隊
長
が
鳥
取
出
身
で
あ
る
こ
と
に
も
合
致
す
る
。

（３
）
モ
ノ
に
よ
る
裏
付
け

筆
者
個
人
の
関
心
と
し
て
は
、
自
宅
に
駐
留
し
た
小
隊
長
に
つ
い
て
も
う
少

し
知
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
正
確
な
名
前
が
わ
か
ら
ず
、

迫
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
証
言
を
聞
い
て
三
年
位
後
に
、
伯
父

が
出
征
す
る
た
め
に
準
備
し
て
い
た
日
章
旗
を
見
せ
て
も
ら

つ
た
と
こ
ろ
、
そ

こ
に
は
、
自
宅
に
駐
留
し
て
い
た
兵
士
の
署
名
が
あ
り
、
小
隊
長
の
名
前
が
明

ら
か
に
な

っ
た
。
そ
れ
を
、
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
鳥
取
の
第
二

〇
〇
連
隊
の
元
兵
士
の
方
に
、
照
会
し
た

と
こ
ろ
、
住
所
を
調
べ
連
絡
を
取

っ
て
い

た
だ

い
た
。
そ
の
方
は
、
敗
戦
の
翌
年
、

亡
く
な
ら
れ
て
い
た
。
第
二
〇
〇
連
隊
第

三
大
隊
第

一
一
中
隊
第
二
小
隊
長
の
少
尉

で
、
敗
戦
直
前
、
千
葉
の
習
志
野
の
歩
兵

学
校
で
毒
ガ
ス
の
研
修
を
受
け
て
い
た
こ

と
か
ら
戦
後
そ
の
影
響
も
あ
り
病
死
さ
れ

た
の
で
は
な

い
か
と

い
う
こ
と
で
あ

つ

た
。
そ
の
裏
付
け
は
得
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
が
、
日
章
旗
か
ら
自
宅
に
駐
留
し

た
小
隊
長
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

会
　
　

ヽ

た
ギ
ヽ
々
“
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た
。
偶
然
的
な
要
素
も
大
き
い
が
、
調
べ
よ
う
と
す
る
と
、
何
時
の
日
か
芋
づ

る
式
に
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。

（４
）
現
地
に
行
く

本
土
決
戦
が
こ
の
地
で
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
、
物
語
る
も
の
と

し
て
当
時
の
陣
地
の
跡
が
あ
る
。
父
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
補
強
の
本
材
を
戦

後
取
り
に
行

っ
た
と
い
う
場
所
を
尋
ね
て
み
た
が
、
木
々
の
間
に
入
り
口
ら
し

き
所
が
あ
る
の
み
で
、
ハ
ッ
キ
リ
は
し
な
か

っ
た
。

一
方
、
大
体
の
位
置
を
聞
い
て
、
尋
ね
た
浅
間
山
の
陣
地
は
良
く
残

っ
て
い

た
。
「
い
こ
い
の
村
あ
し
が
ら
」
付
近
で
は
敗
戦
後
、
兵
器
の
処
理
が
行
わ
れ

た
そ
う
だ
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
浅
間
山
に
登
る
真

っ
直
ぐ
の
道
は
、
戦
時
中
資

材
を
運
ぶ
た
め
に
整
備
さ
れ
た
と
い
う
他
の
兵
士
や
住
民
か
ら
の
証
言
も
あ

っ

た
。
陣
地
の
場
所
は
、
そ
の
近
く
で
農
作
業
を
し
て
い
る
人
に
聞
い
て
よ
う
や

く
わ
か

っ
た
。
陣
地
の
場
所
は
、
当
然
分
か
り
に
く
い
所
に
あ
る
の
で
、
地
元

の
人
の
案
内
が
な
い
と
た
ど
り
着
け
な
い

場
合
が
多

い
。
ま
た
、
そ
の
際
、
戦
時
中

の
様
子
を
合
わ
せ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る

場
合
も
あ
る
。

陣
地
は
山

の
斜
面
を
垂
直
に
切
り
込

み
、
そ
の
左
壁
下
部
に
人
が
立

っ
て
歩
け

る
ほ
ど
の
下
に
向
か
う
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
ト
ン
ネ
ル
は
少
し
先
で

左
に
曲
が

っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
く
に
は

一
辺
約

一
メ
ー
ト
ル
の
縦
穴
が
深
く
掘
ら

れ
て
い
た
。
何
の
た
め
の
陣
地
か
は
判
明

し
な
い
が
、
第
二
ｏ
ｏ
連
隊
の
本
部
陣
地

が
こ
の
辺
り
に
作
ら
れ
た
と
い
う
証
言
も
あ
り
そ
れ
に
関
係
す
る
陣
地
と
も
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
陣
地
の
北
東
に
は
第
五
三
軍
の
本
部
が
置
か
れ
た
伊
勢
原
方
面
、
大

山
、
東
に
は
横
浜
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
南
東
に
は
大
磯
、
平
塚
方
面
の
湘
南
平
、

西
側
の
木
々
の
間
に
は
富
士
山
が
の
ぞ
ま
れ
、
作
戦
上
重
要
な
場
所
で
は
な
か
っ

た
か
と
想
像
さ
れ
た
。
陣
地
の
あ
る
現
地
を
尋
ね
る
こ
と
で
、
視
覚
的
な
面
で

も
色
々
な
情
報
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
が
、
筆
者
の
自
宅
を
中
心
に
本
土
決
戦
期
の
状
況
に
つ
い
て
調
べ
る
こ

と
が
で
き
た
内
容
で
あ
る
。
父
の
証
言
と
い
う
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
当
地

に
駐
留
し
た
鳥
取
の
兵
士
の
こ
と
、
駐
留
し
た
部
隊
が
作

つ
た
陣
地
の
跡
、
そ

し
て
戦
車
ま
で
来
て
い
た
こ
と
な
ど
、
本
土
決
戦
期
の
様
子
が
立
体
化
し
、
将

に
こ
こ
を
戦
場
と
し
て
、
決
戦
に
臨
も
う
と
し
て
い
た
当
時
の
様
子
が
実
感
で

き
た
。

本
土
決
戦
に
向
け
て
の
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
日
本
各
地
で
あ

っ
た
は
ず
で
、

各
地
域
で
戦
争
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
を
、
身
近
な
場
所
を
材
料
と
し
て
実
感
し

て
学
習
で
き
る
良
い
教
材
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

三
　
地
域
か
ら
の
視
点
で
迫
る

「本
土
決
戦
」
―

神
奈
川
県
西
部
の
例
―

つ
ぎ
に
、
本
土
決
戦
準
備
期
に
足
柄
平
野
に
駐
留
し
た
本
土
決
戦
部
隊
、
地

域
住
民
の
様
子
に
つ
い
て
、
筆
者
が
調
べ
る
に
あ
た

っ
て
使
用
し
た
資
料
、
そ

の
結
果
わ
か

つ
た
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

（
１
）
本
土
決
戦
部
隊
の
配
置
、
兵
士
の
状
況

ま
ず
、
そ
の
地
に
駐
留
し
た
部
隊
名
を
調
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
日
本
陸

軍
部
隊
関
係
の

一
般
書
に
よ
り
、
師
団
名
、
連
隊
名
ま
で
は
容
易
に
し
ら
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
連
隊
下
の
大
隊
の
配
置
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
防
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衛
庁
防
衛
研
究
所
の
図
書
館
で
、
作
戦
計
画
が
な
い
か
調
べ
た
が
、
敗
戦
時
処

理
さ
れ
た
の
か
、
あ
ま
り
資
料
は
残

っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
調
査
方
法
と
し
て
は
、
地
元
の
証
言
、
学
校
の
沿
革
史
か
ら
わ
か

る
部
隊
長
名
を
師
団
の
将
校
表
と
照
合
す
る
と
こ
と
で
、
部
隊
を
確
定
し
駐
留

場
所
、
期
間
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
師
団
の
将
校
表
は
な
か
な
か
手
に
入

ら
な
い
が
、
鳥
取
の
第
八
四
師
団
本
部
の
元
将
校
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
入
手

で
き
た
。
防
衛
研
究
所
図
書
館
に
も

一
部
残

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、

学
校
沿
革
史
の
中
に
は
、
四
五
年
の
部
分
が
抜
け
て
い
る
も
の
も
多
い
。
敗
戦

後
、
軍
の
命
令
で
削
除
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
資
料
の
残
存
状
態
か
ら
当
時

の
様
子
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
に
は
、
何
枚
か
の

「築
城
施
設
、
兵
力
、

火
砲
の
配
置
図
」
が
残

っ
て
い
る
。
第
五
三
軍
や
第
八
四
師
団
が
、
ど
こ
に
陣

地
を
作
り
、
部
隊
を
置
き
、
大
砲
を
置
く
か
を
地
図
に
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
こ
の
地
図
か
ら
、
足
柄
平
野
で
の
部
隊
の
配
置
を
俯
撤
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
地
図
で
部
隊
や
大
砲
が
配
置
さ
れ
た
場
所
に
行
き
、
そ
れ
を
も

と
に
地
域
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
と
、
当
時
の
陣
地
跡
が
発
見
で
き
た
り
、

駐
留
し
た
部
隊
の
様
子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

駐
留
し
た
部
隊
の
部
隊
史
を
調
べ
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
『鳥
取
総
合
連

隊
史
』
の
中
の

「歩
兵
三
百
連
隊
史
」
に
は
、
詳
し
い
記
述
が
あ
り
、
ま
た
そ

の
著
者
の
住
所
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
連
絡
を
取
り
、
そ
の
方
の
証
言
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
知
り
合
い
の
方
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
多

く
の
資
料
提
供
も
し
て
い
た
だ
い
た
。
本
当
に
色
々
な
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
、
足
柄
平
野
に
駐
留
し
た
部
隊
の
様
子
が
少
し
明
ら
か
に
な

っ
た
。

第
八
四
師
団

（突
）
は
、　
一
九
四
五
年
四
月
頃
に
鳥
取
か
ら
こ
の
地
に
駐
留

し
た
。
師
団
司
令
部
、
各
連
隊
本
部
が
置
か
れ
た
場
所
、
時
期
は
次
の
通
り
で

〔(53A)断 部隊〕

〔足柄平野に駐留した軍隊の編制の一部〕

*主に神奈川県と富士‖

あ
る
ｃ

・
司
令
部

四
月
五
日

四
月
九
日

四
月

一
三
日

七
月
六
～

一
五
日

(本 部〉
城内国民学校のちに松田国民学校
*主に神奈川県西部、沼津を担当

|

:操郭1411市嵐〔(84D)突部隊〕

歩
兵
第
二
〇
〇
連
隊
　
第

一
大
隊

（鳥
取
で
編
成
）
　

　

第
二
大
隊

〔小
田
原
東
部

。　
　
第
二
大
隊

二
｛呂
・
★
（“升
〕
　
　
　
（以
下
省
略
）

歩
兵
第
二
〇

一
連
隊
　
第

一
大
隊

（岡
山
で
編
成
）
　

　

第
二
大
隊

〔主
に
沼
津

・
　

　

第
二
大
隊

松
田

。
二
宮
〕
　

　

（以
下
省
略
）

轄
重
兵
第
八
四
連
隊

（軍
需
物
資
の
輸
送
）

〔南
足
柄
市
福
沢

・
松
田
町
寄
〕

速
射
砲
隊

（戦
車
を
攻
撃
す
る
部
隊
）

〔松
田
町
〕

野
砲
兵
第
八
四
連
隊

〔曽
我
山
・板
橋
〕

（以
下
省
略
）

丁

独
立
重
砲
兵
第
二
六
大
隊

（中
井
町
古
怒
田
、
秦
野
市
峠
〕

丁

戦
車
第
二
運
隊
第
二
中
隊

〔大
井
町
山
田
〕

丁

砲
兵
情
報
第
五
連
隊

〔小
田
原
〕

丁

野
戦
重
砲
兵
第
二
連
隊

（大
井
町
柳
、
中
井
町
古
怒
田
〕

ｒ
　
（以
下
省
略
） 歩

兵
第

一
九
九
連

（姫
路
で
編
成
）

〔小
日
原
西
部
〕

第

一
大
隊

第
二
大
隊

第
二
大
隊

（以
下
省
略
）

隊
rT」

小
田
原
城
内
国
民
学
校

管
理
部
が
松
田
国
民
学
校

経
理
部
が
松
田
国
民
学
校

小
田
原
か
ら
松
田
国
民
学
校
に
移
る
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凡
例

三

沿
岸
野
戦
陣

地

大

ｎ
Ψ

Ж
回

フ
示

ス

（
三
）
陣

地

ハ

一
般

二
野
城
集
城

ニ
ン
テ
施

設
要
部

又

ハ
主

火
砲

ニ
ハ
　
＾
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

ヲ
用

フ

備
考

三

〇
紫
ハ
中
隊
ノ
観
点
ヲ
示
ス

〇
空
色

ハ
第
二
期
築
城
ヲ
示

ス

″
黄
斜
線

ハ
第

一
期

（断
部
隊
進
駐
前
）
築
城
ヲ
示

ス

■
朱
ハ
第
二
期
築
城
フ
示
ス

リ
３０
％
程
度
以
上
進
捗
ヲ
示
ス

〇
計
画
及
若

干

ノ
着

手
場
所

ヲ
示

ス

ー
　
溜
弾
砲

　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

ト

ス

ー
　
加
晨
砲

（赤

の
矢
印

）
　

　

　

　

　

　

　

永
久
陣
地

―
　
海
露
砲

（黒

の
矢
印
）
　

　

―
　
横

線

ハ
門
数

フ
示

ス

一
■

陣
地

ハ
野
戦
障
地

（洞
籠
式

）
ナ
リ

大東亜戦争 相模湾・伊豆半島・駿河湾方面築城施設設置図 〔53A〕 其の二 (部分)

*国土地理院発行 5万分の 1の地形図に筆者が書き写した。

歩
兵

一
大
隊
分
障
地
施
設
ヲ
示

ス

十
加
二
門
分
ノ
陣
地
施
設
及
射
撃
主
力
方
向
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（
一
）

一

（
二
）
―



・
歩
兵
第

一
一
九
連
隊

（姫
路
Ｙ
Ｉ
真
鶴
、
湯
河
原
、
小
田
原
西
部
、

南
足
柄
市
の
丘
陵
地
に
配
置

本
部
　
一戸
子
国
民
学
校
か
ら
、
七
月
頃
久
野
分
教
場
に
移
動

・
歩
兵
第
二
ｏ
ｏ
連
隊

（鳥
取
）
―

国
府
津
か
ら
大
井
町
に
か
け
て
の
丘
陵
地

本
部
　
国
府
津
国
民
学
校
か
ら
、
山
側
の
宝
金
剛
寺
に
移
動

浅
間
山
に
連
隊
本
部
陣
地
構
築
し
て
い
た
が
途
中
で
中
止

。
歩
兵
第
二
〇

一
連
隊

（岡
山
）
―

沼
津
、
後
に
松
田
、
二
宮
に
主
力
移
動

配
置
図
を
見
る
と
よ
く
わ
か
る
が
、
部
隊
配
置
の
特
徴
と
し
て
は
、
足
柄
平

野
の
東
西
の
丘
陵
地
に
連
隊
、
重
砲
陣
地
が
構
築
さ
れ
る
予
定
で
あ

つ
た
。
ア

メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
た
場
合
に
は
、
酒
匂
川
河
口
を
重
砲
で
側
射
し
、
丘
陵
陣

地
に
誘
い
込
み
戦
う
作
戦
で
あ

つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
特
に
東
側
の

丘
陵
地

（浅
間
山
、
不
動
山
付
近
）
に
火
砲
を
重
点
配
置
し
、
足
柄
平
野
の
北

東
方
面
の
最
深
部

（東
京
方
面

へ
の
出
回
）
に
速
射
砲
、
戦
車
隊
を
配
置
し
て

い
る
の
は
、
酒
匂
川
河
口
東
側
の
海
岸
か
ら
上
陸
し
、
東
京
方
面
に
侵
攻
す
る

ア
メ
リ
カ
軍
を
足
柄
平
野
を
戦
場
と
し
て
阻
止
し
よ
う
と
い
う
配
置
で
は
な

い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
七
月
か
ら
本
部
の
移
動
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
意
味
は
、
作
戦
上
は

第

一
期
の
陣
地
構
築
が
終
了
し́
た
時
期
な
の
で
、
よ
り
臨
戦
的
に
部
隊
が
配
置

さ
れ
た
た
め
と
も
、
水
際
で
ア
メ
リ
カ
軍
を
迎
え
撃

つ
作
戦
に
、
日
本
軍
の
作

戦
が
変
更
に
な

っ
た
た
め
の
配
置
変
更
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
駐
留
し
た
兵
士
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
い
。
連
隊
、
師
団

本
部
は
学
校
、
寺
院
な
ど
に
置
か
れ
、
将
校
は
近
く
の
民
家
や
空
き
別
荘
に
宿

泊
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
国
民
学
校
で
は
教
室
が
不
足
し
二
部
授

業
に
な
る
こ
と
も
あ

っ
た
。　
一
般
の
兵
士
は
み
か
ん
小
屋
、
煙
草
の
乾
燥
小
屋

な
ど
に
駐
留
し
た
が
、
野
営
す
る
場
合
も
あ

っ
た
。
食
料
は
、
コ
ー
リ
ャ
ン
、

大
豆
粉
な
ど
で
、
農
耕
隊
や
漁
勝
隊
も
編
成
し
自
給
自
足
体
制
で
駐
留
し
て
い

た
。
そ
の
主
な
任
務
は
、
艦
砲
射
撃
な
ど
に
備
え
る
た
め
の
地
下
式
洞
窟
陣
地

構
築
の
た
め
の
本
材
の
伐
採
、
製
材
、
そ
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
掘
り
で
あ

つ
た
。

（２
）
地
域
住
民
の
総
動
員

本
土
決
戦
期
の
地
域
を
考
え
る
上
で
、
軍
事
的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
が
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
視
点
を
お
さ
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
住
民
の
動
き
は
、
「市
史

・
町
史
」
に
載
る
常
会
資
料
、

「
郷
土
誌
」
の
な
か
の
体
験
談
な
ど
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
勿
論
地
域

住
民

へ
の
聞
き
取
り
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
で
の
動
き
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
の

「沿
革
誌
」
「
日
誌
」
「記
念
誌
」
を
調
査
す
る
と
良
い
。

部
隊
が
駐
留
し
て
少
し
す
る
と
、
地
域
住
民
は
軍
の
作
業
に
動
員
さ
れ
て
い
つ

た
。
小
田
原
市
で
は
五
月
に
町
内
会

（区
）
を
単
位
に

一
日
三
百
名
、　
一
五
日

で
延
べ
四
千
五
百
名
が
動
員
さ
れ
た
。
作
業
は
陣
地
構
築
に
か
か
わ
る
木
の
伐

採
、
運
搬
等
の
手
伝

い
だ

っ
た
。
陣
地
の
構
築
自
体
に
は
機
密
保
持
の
た
め
か

住
民
は
携
わ
ら
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

部
隊
か
ら
地
域
の
役
所
に
動
員
要
請
が
あ
り
、
町
内
会
毎
に
人
数
を
割
り
当

て
、
該
当
住
民
は
決
め
ら
れ
た
日
に
集
合
場
所
に
行
き
、
担
当
兵
士
の
引
率
で

作
業
場
で
仕
事
を
し
た
。
ま
た
、
労
働
力
の
提
供
以
外
に
も
、
物
的
協
力
の
要

請
も
あ

つ
た
。
四
月
に
農
耕
用
の
灰
、
五
月
に
兵
器
手
入
れ
の
た
め
の
古
繊
維
、

八
月
に
作
戦
用
有
刺
鉄
線
の
供
出
の
要
請
が
町
内
会
に
あ

っ
た
。

ま
た
、
総
動
員
体
制
下
の
住
民
の
組
織
化
と
し
て
、
小
田
原
市
で
は
六
月

一

〇
日
に
国
民
義
勇
隊
が
結
成
さ
れ
た
。
八
月
に
は
国
民
義
勇
隊
女
子
隊
が
軍
の

作
戦
会
議
の
た
め
の
お
茶
の
接
待
に
出
動
し
て
い
る
。

学
校
組
織
に
よ
る
軍
の
た
め
の
動
員
も
行
わ
れ
た
。　
一
部
の
国
民
学
校
の
高
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等
科
の
生
徒
は
五
月
よ
り
陣
地
構
築
に
動
員
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
七
月
初
め
に

学
徒
隊
が
小
田
原
市
内
の
学
校
で
は
編
成
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
高
校
、
当
時
の
旧
制
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
、
県
内
の
遠
方
か
ら
中
学
生
が
動
員
さ
れ
、
陣
地
構
築
の
手
伝
い
に
泊
ま
り

込
み
で
動
員
さ
れ
て
い
る
。
川
崎
中
学
の
三
年
生
が
松
田
付
近
の
陣
地
構
築
に

動
員
さ
れ
、
湘
南
中
学
の
二
年
生
が
国
府
津
付
近
で
の

一
人
用
望
壕
の
タ
コ
ツ

ボ
掘
り
な
ど
の
作
業
を
し
て
い
る
。
地
元
の
小
田
原
中
学
の
生
徒
も
六
月

一
日

に
二
年
の
ニ
ク
ラ
ス
が
陣
地
構
築
に
出
動
し
、
七
月
二
日
に
は
学
徒
隊
が
結
成

さ
れ
て
い
る
。

地
域
住
民
や
生
徒
が
こ
の
地
域
を
陣
地
化
す
る
た
め
の
作
業
、
本
土
決
戦
準

備
に
動
員
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
す
が
浮
か
び
あ
が

っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
国
民

義
勇
隊
や
学
徒
隊
が
結
成
さ
れ
、
最
終
的
に
は
こ
こ
を
戦
場
と
し
て
本
土
決
戦

に
臨
も
う
と
す
る
総
動
員
体
制
の
究
極
的
態
勢
が
見
え
て
く
る
。
ま
さ
に
、
沖

縄
戦
が
始
ま
る
前
の
沖
縄
の
状
況
と
重
な
る
も
の
が
あ
る
。

四
　
本
土
決
戦
の
教
材
化

本
土
決
戦
期
の
研
究
は
中
央
レ
ベ
ル
で
は
資
料
制
約
も
あ
り
あ
ま
り
行
わ
れ

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
レ
ベ
ル
で
地
方
に
残
る
資
料
を
丹
念
に
掘
り

起
こ
し
、
証
言
を
集
め
、
陣
地
の
跡
を
尋
ね
る
な
ど
の
地
道
な
作
業
に
よ
り
、

本
土
決
戦
の
実
態
、
即
ち
、
戦
争
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
が
見
え
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
体
験
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
関
係
資
料
も
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
教
員
が
出
来
れ
ば
生
徒
と
と
も
に
、
本

土
決
戦
と
い
う
視
点
で
地
域
の
歴
史
を
見
直
し
、
資
料
を
発
掘
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
調
べ
学
習
を
歴
史
の
授
業
時
間
内
で
や
る
こ

と
は
到
底
無
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
の

一
つ
の

テ
ー
マ
に
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
興
味
あ
る

一
部
の
生
徒
に

な

っ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
成
果
を
日
本
史
の
授
業
に
組
み
入
れ
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
し
、
沖
縄
に
修
学
旅
行
に
行
く
場
合
は
、
地
元
の
本
土
決
戦
期
の
こ

と
を
事
前
に
知

つ
て
お
け
ば
、
沖
縄
戦
が
よ
り
身
近
な
も
と
し
て
実
感
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
思
う
。

本
土
決
戦

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
と
し
て
、
私
の
体
験
か
ら
、
証
言
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
方
法
を
先
に
紹
介
し
た
が
、
も
う

一
つ
、
モ
ノ
か
ら
迫

っ
た
例

を
紹
介
し
よ
う
。

本
土
決
戦
を
意
識
し
始
め
た
頃
、
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
に
行

っ
た
際
、
戦

時
中
の
コ
ー
ナ
ー
に
、
「写
景
図
」
と
い
う
板
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
小
田
原

市
荻
窪
の
防
空
壕
に
あ

っ
た
と
書
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
板
に
は
、
景
色

の
ス
ケ
ッ
チ
と
と
も
に

「陣
地
名
」
「陣
地
番
号
」
「銃
番
号
」
な
ど
の
記
入
が

あ
り
、
明
ら
か
に
本
土
決
戦
陣
地
に
関
す
る
資
料
の
よ
う
に
思
え
た
。
文
化
館

の
方
に
、
こ
の
板
を
寄
贈
し
た
荻
窪
の
方
を
お
聞
き
し
、
連
絡
を
取
り
証
言
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
関
東
学
院
大
学
法
学
部
の
近
く
の
お
宅
で
、
そ
の
方
の

お
父
さ
ん
が
畑
の
近
く
の
陣
地
か
ら
、
敗
戦
後
持

っ
て
き
て
保
存
し
て
お
い
た

も
の
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
そ
の
時
、
陣
地
の
補
強
に
使

っ
た
木
材
も
取

っ
て
き

て
お
り
、
そ
れ
も
ま
だ
ご
自
宅
に
何
枚
か
残

っ
て
い
た
。
ま
た
、
近
く
の
み
か

ん
小
屋
に
駐
留
し
た
岡
山
の
兵
士
が
お
礼
に
と
置
い
て
い
っ
た
携
帯
天
幕
も
保

存
し
て
い
た
。
本
土
決
戦
を
物
語
る
モ
ノ
が
こ
れ
だ
け
揃

っ
て
い
た
の
に
は
驚

い
た
。
ま
た
そ
の
近
辺
の
陣
地
跡
も
ご
存
じ
で
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

す
べ
て
、
こ
う
上
手
く
進
む
と
は
限
ら
な
い
が
、
本
土
決
戦
に
つ
い
て
は
、

比
較
的
情
報
が
集
め
易
い
こ
と
を
実
感
し
た
。

証
言
か
ら
か
モ
ノ

・
陣
地
跡
、
モ
ノ
か
ら
証
言

。
モ
ノ

・
陣
地
跡
な
ど
本
土

-33-



決
戦
に
つ
い
て
は
色
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
成
果
を
日
本
史
の
授
業
に
取
り
こ
む

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
「
洞
窟
式
陣
地
」
や

「補
強
の
木
材
」
の
写
真
を
提
示

し
、
「
一
九
四
五
年
五
月
頃
こ
の
よ
う
な
陣
地
が
何
の
た
め
に
こ
の
地
で
作
ら

れ
た
の
か
？
」
と
い
う
発
間
を
導
入
に
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ

れ
に
よ
り
、
生
徒
は
本
土
決
戦
に
の
ぞ
む
た
め
新
た
に
駐
留
し
た
部
隊
の
兵
士

に
よ
り
陣
地
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
軍
の
本
土
決
戦
の

「決
号
作
戦
」
に

気
づ
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
補
強
の
本
材
」
は
陣
地
構
築
に
地
域

住
民
や
学
生
が
動
員
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
と
な
る
。
地
元
と
そ
こ
に
あ
る

モ
ノ
、
陣
地
を
教
材
に
す
る
こ
と
で
戦
争
を
よ
り
実
感
で
き
る
も
の
と
し
て
学

習
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
高
校
で
は
、
記
念
誌
、
学
校
日
誌
を
資
料
と
し
て
、
軍
の
作
業
に
動

員
さ
れ
、
学
徒
隊

へ
と
編
成
さ
れ
て
い
く
当
時
の
高
校
生
の
姿
を
見
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
、
卒
業
生

へ
取
材
し
、
証
言
を
聞
く
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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